
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 静岡県安全運転管理協会 

 

「交通死亡事故現場診断」を実施（令和３年４月中） 

浜松西地区、細江地区、下田地区、三島地区の安全運転管理協会は、それぞれ

の地区内で発生した交通死亡事故の再発防止を期して、この４月中に管轄警察署

の「交通死亡事故現場診断」に参加し、今後の対策を協議しました。 

４月１日(月)、警察本部及び浜松西警察署、西区役所、安協浜松西地区支部等の

関係団体と浜松西地区安全運転管理協会から役員、事務局長、前年度推進事業所の

「浜松市平和清掃事業所」安全運転管理者等３人が参加し、合計２５人により 

３月１日（月）の夕方、浜松市西区和地町地先の市道で発生した交通死亡事故 

（乗用車と道路横断中の歩行者との衝突事故、歩行者の６８歳男性が死亡） 

の事故現場診断を行いました。 

この事故現場はＴ字路交差点で、外側線が不鮮明のため交差点のあることが分か

りにくい状況であり、現場診断及び事故防止対策を協議した結果、 

〇 交差点が分かるように外側線の巻込み塗装等引き直しを検討 

○ ドライバーに対する安全走行と歩行者に対する反射材活用の広報を実施 

などの意見が出され、今後の交通安全活動に反映させることとしました。 

 

【浜松西地区】 

【現場診断を実施】 【再発防止対策を検討】 

【浜松西警察署長の概要説明】 【事故現場の状況】 
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４月１３日(火)、細江警察署の呼掛けで浜松市北区役所、安協細江地区支部、地域

交通安全推進委員等関係団体とともに、細江地区安全運転管理協会から影山会長、

事務局員と本年度安管推進事業所の「浜松ホトニクス㈱」「聖隷ケアセンターいなさ」

からそれぞれ安全運転管理者が参加し、合計２７人により、 

３月３０日(火)午前、浜松市北区三ケ日町地先の国道で発生した交通死亡事故 

（軽四乗用車と普通乗用車の衝突事故、軽四乗用車運転の６９歳女性が死亡） 

の事故現場診断を行いました。 

 事故現場は片側１車線の直線道路ですが、センターラインが薄くなっている状態

で、現場診断及び事故防止対策を協議した結果、 

  〇 走行エリアを明確にするため、センターラインの引き直し 

  ○ 周辺道路における速度抑制の表示や注意看板の設置 

  ○ 交通関係各団体において、継続した交通安全広報活動を実施 

など、事故防止対策に関する意見が出されました。 

【細江地区】 

【再発防止対策協議で意見を述べる「浜松

ホトニクス㈱」の安全運転管理者】 

（※ 写真右端） 

【細江警察署交通課長の説明】 【事故現場の状況・現場診断】 

【再発防止対策協議で意見を述べる「聖隷ケ

アセンターいなさ」の安全運転管理者】 

（※ 写真中央） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【下田地区】 

４月１６日(月)、下田警察署の呼掛けで、下田市役所、下田土木事務所、安協下田

地区支部等の関係団体とともに下田地区安全運転管理協会から鈴木会長、副会長等

役員と事務局長の４人が参加し、合計２０人により、 

３月１８日(木)夜、賀茂郡松崎町宮内地先の主要地方道で発生した交通死亡事故 

（軽四貨物車と道路横断中の歩行者との衝突事故、歩行者の６３歳男性が死亡） 

の事故現場診断を行いました。 

 事故現場は、Ｔ字路交差点となった見通しの良い直線道路であることに加えて、

夜間も街灯により視認性は良い状態で、現場診断及び事故防止対策を協議した結果、 

  〇 ドライバーに対して“速度落とせ”等を注意喚起する表示や看板を設置 

  ○ 歩行者の反射材着用等各団体において、継続した交通安全広報活動を実施 

など、事故防止対策に関する意見が出されました。 

【下田署交通課長の概要説明】 【 現場診 断 の様子 】 

【再発防止対策協議で意見を述べる鈴木会長】 

（※ 写真中央） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【三島地区】 

４月２７日(火)、警察本部と三島警察署の呼掛けで函南町役場、沼津土木事務所、

安協三島地区支部、地元自治会等交通関係団体とともに三島地区安全運転管理協会

から矢岸会長と事務局長が参加し、合計２０人により、 

４月１３日(火)早朝、田方郡函南町塚本地先の国道で発生した交通死亡事故 

（中型トラックと普通乗用車の衝突事故、普通乗用車運転の２６歳男性が死亡） 

の事故現場診断を行いました。 

 事故現場は、片側１車線の見通しの良い直線道路ですが、特に昼間は交通量の多

い道路で、現場診断及び事故防止対策を協議した結果、 

  〇 路外施設から道路流入に際し、センターポールの設置場所について検討 

  〇 ドライバーに対して速度抑制を注意喚起する表示や看板を設置 

○ 各関係団体において、事故発生を受けた交通安全広報活動を継続して実施 

など、事故防止対策に関する意見が出されました。 

【再発防止対策協議で意見を述べる矢岸会長】 

（※ 写真中央 青色ジャンバー） 

【 現場診 断 の様子 】 

【 事故現 場 の状況 】 【三島署交通課員の概要説明】 


